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Ⅰ研究の成果（1000字 程度）
（図表 も含めて分か りやす く記入の こと）
近年、光エネルギーにより流動
性素材を選択的に硬化させ、所望
の形状の立体物を創成する加工法
である光造形技術は、プラスチッ
クの整形加工や半導体デバイスプ
ロセス工程を中心に多くの分野に
利用 されている。 本研究で は、バイオチップへの応用を目的としたハイ ドロゲル を創製
可能な光架橋性ポ リマーバイオマテ リアルの創製を目指す 。現在 、ハイ ドロゲルはバイ
オチ ップ内に用 い られている構築物 として、バル ブ、プラグやセンサー等 に応用 されて
いる。それ らは、HEMAやアクリル アミ
ドをモ ノマー として、架橋剤 と開始剤
を用い光重合法 によ り構築 されてお り
、生体 親和性を持つ ものが まだ提 案 さ
れていない。
そ こで 、生体適合性 ・血液適合 性 を
有する2-メタク リロイルオキシエチル
ホスホ リルコ リン（MPC）と光架橋性基
を有する4-（4-メトキ シシンナモイル
）フェ ニル メタ ク リレー ト（MOCPMA）
とを共重合 したプ レポ リマー （PMMC）
を創製 した。 このプレポ リマーは、 光
架橋可能な ことによる簡便 ・迅速 さと
生体 親和性を併せ持つ ことが期待 で き
る。
PMMCの合成結果 をTable1に示す。
LH-NMRよりPMMCにシンナモイル基 が
導入されていることが確認 された。
Fig．1に光照射時間 によるEtOHもし
くはPBS溶解させたPMMC90、PMMC95及
びpMMC97のゲ ル 化 率 の 結 果 を示 す
。EtOHに溶解させたPMMC90は、300秒
scheme1．PMMCの構 造 式
TablelPMMCの合成結果
Fig．1光照射 時 間によ るEtOHに 溶解 させ た
PMMC90、PMMC95及びPMMC97のゲ ル化率
で80％以 上ゲル化 が起 こっているが 、
MOCP基の減少 とともにゲル化時間の遅
延がみられた。また、PBSに溶解させた
ものはEtOHに溶解 させたものに比べゲ
ル化 率の低 下がみ られ た。光照射時間
によるPMMC90の紫外線吸収曲線の変化
か ら得 られた光架橋 率をFig．2に示す
。PBS中の方がEtOH中に比べ高い架橋
率となる結果が得 られた。これは、PMMC
が両親媒性であるた めPBS中ではミセ
ルを形成 し、EtOHに溶解 させた時に比
べ分子 内架橋 の確 率が増 え、ゲル化 が
抑制 された ため と考 え られる。また、
PMMCゲルのEWCの結果 をFig．3に示す
。MOCP基の減少とともにEWCが増加 し
ていくことが確認された。
今後、PMMCゲルのバイオセパ レータ
ーへの応用 を考 えてお り、PMMCゲルの
タンパ ク吸着試験及びマイクロ流路内
においての機能発現を目指す。
Fig．2光 照射 時間 によ る
PMMC90の光架 橋 率
Fig．3EtOHもしくはPBSを 用 い光 架橋 させ
たPMMC90ゲル、PMMC95ゲル 及びPMMC97ゲル
のEWC
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（著者，題名，掲載誌名，年月，巻号，頁を記入）
学術雑誌 と学会等 のプロシー ディングな どを以下 のように区別 して記入する こと
（1）学術雑誌
Takeshi Karino，Naoki Masui，Masayuki Hiramatsu，Jun Yamaguchi，Kimio Kurita
and Sachio Naito
Stabilization of hydrophobic domains in hydrogel by intermolecular hydrogen
bonds between carboxylic groups at the distal end of alkyl side-chain，
Polymer 43（2002）
Pages 7467-7475
（2）学会のプロシーディング
Jun Yamaguchi，Junji Watanabe，Madoka Takai，Kazuhiko Ishihara
Photocrosslinkable phospholipid polymer for making to microhydrogel for biochip
application
The 4th Asian International SymPosium on Biomaterials，2004
Jun Yamaguchi，Junji Watanabe，madoka Takai，Kazuhiko Ishihara
Photocrosslinkable and biocompatible phospholipid polymers for
making microhydrogel in microfluidic devices
Transactions of the Materials Research Society of Japan
氏名 山口 順
Ⅲ学会において申請者が 口頭発表 もしくはポスター発表 した論文
（共同研究者（ 全員の氏 名），題名，発表 した学会名，場所，年月を記載）
国内学会および国際学会を区別 して記入のこと
＜国内学会＞
1．山口 順，平松正幸，栗田公夫，内藤幸雄
側鎖 に中鎖脂肪酸を有す る高分子ゲル の合成 と物性
第50回高分子学会年次大会，大阪国際会議場 （大阪） ，2001年5月
2．山口 順，栗田公夫，内藤幸雄
側鎖に6-アク リロイルオキシヘキサ ン酸 を有す る弱電荷高分子ゲル の膨潤に伴 う微視的
構造変化
第50回高分子学会討論会，早稲田大学大久保キ ャンパス （東京），2001年9月
3．山口順 ，栗田公夫，内藤幸雄
側鎖 に中鎖脂肪 酸 を有する高分子ゲルの疎水性 ドメインの形成 と崩壊
第14回高分子ゲル研究討論会，東京大学山上会館 （東京），2002年1月
4．山口順， 小林由佳，小倉久美子，坂本朋子，栗 田公夫，内藤幸雄
側鎖に脂肪族アミンを有する高分子ゲルの疎水性ドメインの形成と崩壊
第52回高分子学会討論会， 山口大学吉田キャ ンパス（山口），2003年9月
5．斧田博之 ・山口 順 ・高井 まどか ・石原一彦
高機能電気浸透流ポンプを搭載 した リンパ球分離チップの創成
第52回高分子学会討論会，山 口大学吉 田キャンパス （山口），2003年9月
6．小林由佳・土田晃子 ・永田紗織・ 栗田公夫・ 山口 順 ・内藤幸雄
蛋白質モデルゲル を用いた化学架橋導入による蛋白質凝集機構の研究
第15回高分子ゲル研究討論会，東京大学，山 上会館，2004年1月
7．山口順・渡邉順司 ・高井まどか ・石原一彦
バイオチ ップへ の応用 を目的 とした マイ クロハイ ドロゲルの構築が可能な光架橋性 リン
脂質ポ リマー の特性評価
第15回日本MRS学 術シンポジウム， 日本大学，2004年12月
8．小林由 佳 ・山口 順 ・内藤幸雄 ・小林也寸志 ・宮澤 肇 ・栗田 公夫
側鎖に1級 アミノ基 を有す る高分子ゲルの疎水性 ドメインの形成と崩壊
第53回高分子学会討論会，北海道大学，2005年9月
9．山口 順 ・渡邉順司 ・高井まどか ・石原一彦
光架橋 リン脂質ポ リマーマイクロハイ ドロゲルの特性
第54回高分子学会年次大会，パシフィコ横浜，2005年5月
＜国際学会＞
10．Jun Yamaguchi，Junji Watanabe，Madoka Takai，Kazuhiko Ishihara
Photocrosslinkable phospholipid polymer for making to microhydrogel for biochip
application
The 4th Asian International Symposium on Biomaterials，2004
11．Jun Yamaguchi，Junji Watanabe，Madoka Takai，Kazuhiko Ishihara
Characterization of Photocrosslinkable phospholipid polymer for
making to microhydrogel for biochip application
The 30th annual meeting & exposition of Society for Biomaterials，Memphis，April，
2005
